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司
法
修
習
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
百
八
十
回
国
会
に
お
い
て
、
裁
判
所
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
政
府
提
案
に
対
し
、
修
正
が
加
え
ら
れ

た
。
修
正
の
内
容
は
、
「
学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
合
議
制
の
組
織
の
意
見
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
年
以

内
に
法
曹
養
成
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
一
定
の
結
論
を
得
た
上
、
速
や
か
に
必
要
な
措
置
を
行
う
」
、
「
法
曹
養
成
制

度
の
検
討
に
お
い
て
は
、
司
法
修
習
生
に
対
す
る
適
切
な
経
済
的
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、
法
曹
の
養
成
に
お
け
る
司
法
修
習

生
の
修
習
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
百
八
十
回
国
会
衆
議
院
法
務
委
員
会
に
お
け
る
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
で

は
、
「
質
の
高
い
法
曹
を
養
成
す
る
た
め
の
法
曹
養
成
制
度
全
体
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
た
結
果
を
一
年
以
内
に
取
り
ま
と

め
、
政
府
に
お
い
て
は
、
講
ず
べ
き
措
置
の
内
容
及
び
時
期
を
直
ち
に
明
示
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
、
「
我
が
国

の
司
法
を
支
え
る
法
曹
の
使
命
の
重
要
性
や
公
共
性
に
鑑
み
、
高
度
の
専
門
的
能
力
と
職
業
倫
理
を
備
え
た
法
曹
を
養
成
す
る

た
め
に
、
法
曹
に
多
様
か
つ
有
為
な
人
材
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
曹
を
目
指
す
者
の
経
済
的
・
時
間
的
な
負
担
を

十
分
考
慮
し
、
経
済
的
な
事
情
に
よ
っ
て
法
曹
へ
の
道
を
断
念
す
る
事
態
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
等
に
つ
い

て
「
特
段
の
配
慮
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一



こ
れ
を
踏
ま
え
、
法
曹
養
成
制
度
検
討
会
議
に
お
い
て
、
司
法
修
習
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
、
分
野
別
実
務
修

習
の
開
始
に
あ
た
っ
て
の
転
居
費
用
の
支
給
、
通
所
圏
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
の
寮
の
確
保
、
兼
業
許
可
に
つ
い
て
の
基
準

の
緩
和
を
内
容
と
す
る
取
り
ま
と
め
が
作
成
さ
れ
、
法
曹
養
成
制
度
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
こ
の
取
り
ま
と
め
が
是
認
さ
れ

た
。も

っ
と
も
、
法
曹
養
成
制
度
検
討
会
議
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
給
費
制
・
貸
与
制
に
関
す
る

意
見
の
う
ち
九
割
以
上
は
給
費
制
の
復
活
を
求
め
て
い
た
こ
と
、
司
法
試
験
合
格
者
を
三
千
人
と
す
る
目
標
は
撤
廃
さ
れ
た
た

め
、
貸
与
制
導
入
の
際
の
主
な
理
由
と
な
っ
た
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
当
初
の
予
想
よ
り
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
、
近
年
、

弁
護
士
人
口
増
加
等
の
理
由
に
よ
り
弁
護
士
の
収
入
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
報
道
等
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
司
法

修
習
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
の
必
要
性
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
司
法
修
習
生
に
対
し
、
上
記
取
り
ま
と
め
の
内

容
以
上
の
経
済
的
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

右
の
点
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

法
曹
に
な
る
た
め
に
、
学
部
及
び
法
科
大
学
院
を
経
て
司
法
修
習
を
行
っ
た
場
合
、
貸
与
制
を
前
提
と
す
る
と
、
奨
学
金

及
び
貸
与
金
の
支
給
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
法
曹
に
な
る
時
点
で
か
な
り
の
額
の
負
債
を
負
っ
て
い
る
者
が
多
く
、
場
合

二



に
よ
っ
て
は
一
千
万
円
を
超
え
る
負
債
を
負
っ
て
い
る
者
が
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
者
が

こ
の
負
債
を
何
年
程
度
で
返
済
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
司
法
修
習
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
の

か
。

二

政
府
に
お
い
て
、
現
状
の
司
法
修
習
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
は
不
十
分
で
あ
る
と
の
認
識
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


